
ダーウィンの『種の起源』発表から 150 年。進
化論は、生物学にとどまらず、社会問題、政治
問題など様々な分野に大きな影響を与えてきま
した。現代の自然科学も、神の創造や目的論を
排除することによって混迷を深めています。
本書は、進化論の問題点を整理し、統一思想に
よる新創造論を提唱しています。さらには、科
学時代の新しい神観を提示し、科学の統一をめ
ざしています。
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混迷する世界情勢に希望の光を。
統一思想による神の実在証明が
人類を理想世界へと導く。

New
新発売

ご注文は「光言社オンラインショップ」またはお電話で
https://www.kogensha.jp/shop/ （平日10：00～17：30）

◎ 定価2,700円（本体2,500円＋税）
◎ 四六判 472頁　
◎ 統一思想研究院 編

※2009年に発刊された『ダーウィニズムを超えて─統一科学
をめざして』に、新たに「進化論を超えて─新たな展望」と「宇
宙の統一原理に向けて」の二つの論文を増補しました。


